
国民健康保険特別会計

主な事業内容と成果

国民健康保険税については､適正かつ公正な課税に努めた。

徴収にあたっては､滞納者への夜間電話による催促や､段階的に文書による督励を行う

とともに､｢振替納税制度｣の推進を図りつつ税収の確保･税負担の公平性を図り､滞納額

の縮減に努力した｡また､短期保険証を発行し、自主納税を促した。

一方､医療費の抑制のため各種保健事業を推進し､４０歳以上の方を対象に平成20年

度より特定健康診査･特定保健指導事業を実施しているほか､健康づくりの意識づくりとし

て､無給付家庭の被保険者113人に記念品を贈呈し､更に広報等で制度改正､納税や適

正な医療給付等のPRに努めた。

1.決算状況 （単位:千円）

区分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 実質収支

H25年度 2,339,506 2,353,709 2,264,390 89,319

H26年度 2,369,193 2,357,663 2,311,283 46,380

H27年度 2,738,070 2,759,121 2,734,940 24,181

前年度対比 15.57％ 17.03％ 18.33％ △47.86％

H27実質収支一Ｈ２6実質収支十基金積立金一基金取崩金＝実質単年度収支額

24,181千円-46,380千円十１７千円－０千円＝△22,182千円

2.加入状況

区分

世帯数

被保険者数

一般被保険者
■一ー‐一一ー一一一一一一ーー一一ー■

退職被保険者

老人被保険者

介護保険
第２号被保険者

H27年３月31日

3,293世帯

6,029人

5,609人

420人

0人

1,880人

H28年３月３１日 年度平均

3,234世帯 3,270世帯

5,860人 5,963人

5,601人 5,613人

259人 350人

0人 0人

1,772人 1,854人
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